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松
島
基
地
所
属
の
自
衛
隊
機
墜
落
事
故
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
所
属
の
自
衛
隊
機
が
、
わ
ず
か
三
ヶ
月
余
の
間
に
、
二
件
三
機
の
墜
落
事
故
を
起
こ
し
た
。
事
故
機

が
連
続
し
て
集
落
や
原
子
力
発
電
所
の
至
近
距
離
に
墜
落
す
る
と
い
う
事
態
に
住
民
は
、
自
衛
隊
機
の
訓
練
飛
行
に
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
。
周
辺
自
治
体
は
、
防
衛
庁
に
強
い
姿
勢
で
、
事
故
原
因
の
究
明
と
抜
本
的
再
発
防
止
対
策
を
求
め
て
い
る
。

三
月
起
き
た
Ｔ
�
型
機
の
宮
城
県
女
川
町
へ
の
墜
落
は
、
三
十
数
戸
の
集
落
か
ら
約
五
百
メ
ー
ト
ル
、
女
川
原
子
力
発
電
所

か
ら
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
地
点
だ
っ
た
。
七
月
の
Ｔ
�
型
機
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
二
機
の
牡
鹿
町
山
中
へ
の
墜
落
は
、

自
衛
隊
が
飛
行
禁
止
区
域
と
し
て
い
る
女
川
原
発
の
上
空
半
径
二
海
里
内
を
通
過
し
、
原
発
か
ら
約
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
距
離
に
墜
落
し
た
。
二
件
の
墜
落
事
故
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
四
名
の
尊
い
命
を
失
い
、
一
歩
間
違
え
ば
地
域
住
民
と
原
発
を

巻
き
込
ん
だ
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
惨
事
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

防
衛
庁
は
、
相
次
ぐ
重
大
事
故
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
故
原
因
の
徹
底
究
明
よ
り
、
訓
練
再
開
を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
と
っ
て

い
る
。
Ｔ
�
型
機
墜
落
の
際
に
は
、
事
故
か
ら
わ
ず
か
十
二
日
後
に
訓
練
を
再
開
し
た
。
し
か
も
発
表
さ
れ
た
「
Ｔ－

�
型
機

墜
落
事
故
調
査
結
果
の
概
要
」
（
八
月
一
日
発
表
）
は
、
僅
か
一
頁
と
い
う
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
で
、
事
故
原
因
に
つ
い
て

の
詳
細
は
も
と
よ
り
、
再
発
防
止
策
な
ど
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

一



Ｔ
�
型
機
墜
落
の
際
は
、
Ｔ
�
型
機
の
訓
練
支
援
を
理
由
に
、
事
故
原
因
の
徹
底
究
明
を
ま
た
ず
に
、
な
し
崩
し
的
に
飛
行

再
開
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
、
防
衛
庁
が
お
こ
な
う
べ
き
こ
と
は
、
訓
練
再
開
を
急
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、
住
民
の
命
と
安
全
を
最
優
先
し
た
事
故
原
因

の
徹
底
究
明
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
く
再
発
防
止
対
策
の
確
立
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

Ｔ
�
型
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
墜
落
に
つ
い
て

�

松
島
基
地
が
関
係
自
治
体
に
示
し
た
「
第
�
航
空
団
所
属
Ｔ－

�
型
機
の
飛
行
再
開
等
に
つ
い
て
」
（
十
月
二
日
付
）

は
、
フ
ラ
イ
ト
・
デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ダ
の
解
析
お
よ
び
事
故
機
の
残
骸
分
析
等
か
ら
は
航
空
機
に
異
常
が
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
フ
ラ
イ
ト
・
デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ダ
の
解
析
結
果
お
よ
び
残
骸
分
析
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

�

事
故
機
の
高
度
、
機
首
方
位
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
明
示
し
た
事
故
の
経
過
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
故
機
の
全
飛
行
経
路
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
故
の
経
過
を
正
確
に
再
現
す
る
た
め
に
、
交
信
時
刻
（
時
分
秒
）
付
の
生
の
全
交
信
記
録
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



�

事
故
当
時
の
気
象
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
故
調
査
結
果
を
発
表
す
る
際
に
は
、
「
概
要
」
で
は
な
く
全
文
を
発
表
さ
れ
た
い
。

二

Ｔ
�
型
機
墜
落
に
つ
い
て

�

八
月
発
表
し
た
「
事
故
調
査
結
果
の
概
要
」
は
、
Ａ
�
紙
一
枚
と
「
別
紙
」
の
「
事
故
の
経
過
」
一
枚
と
い
う
簡
略
の

も
の
で
あ
り
、
事
故
調
査
報
告
書
全
文
を
公
表
さ
れ
た
い
。

�

事
故
機
の
高
度
、
機
首
方
位
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
明
示
し
た
経
過
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
故
機
の
全
飛
行
経
路
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
故
の
経
過
を
正
確
に
再
現
す
る
交
信
時
刻
（
時
分
秒
）
付
の
生
の
全
交
信
記
録
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
故
当
時
の
気
象
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
故
機
の
「
尾
翼
が
太
平
洋
上
で
発
見
さ
れ
た
」
（
「
河
北
新
報
」
三
月
二
十
三
日
付
）
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
事
故

機
の
尾
翼
が
発
見
さ
れ
た
位
置
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
発
見
さ
れ
た
尾
翼
全
体
の
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
現
場
付
近
で
墜
落
の
様
子
を
目
撃
し
た
建
設
会
社
作
業
員
は
『
低
空
飛
行
の
飛
行
機
が
空
中
で
爆
発
し
た
』
と
話
し

て
い
る
」
（
前
出
紙
）
と
の
目
撃
証
言
を
は
じ
め
機
体
が
異
常
と
見
ら
れ
る
証
言
が
各
紙
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

三



の
証
言
に
つ
い
て
、
事
故
の
原
因
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三

女
川
原
子
力
発
電
所
上
空
の
飛
行
に
つ
い
て

�

防
衛
庁
は
、
Ｔ
�
型
事
故
機
が
飛
行
禁
止
区
域
の
「
女
川
原
発
か
ら
半
径
二
海
里
内
の
上
空
」
を
飛
行
し
た
こ
と
を
認

め
て
い
る
が
、
事
故
機
が
禁
止
区
域
内
を
飛
行
し
た
経
過
（
航
跡
、
高
度
、
時
刻
等
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
事

故
機
の
位
置
を
把
握
す
べ
き
基
地
管
制
は
、
な
ぜ
事
故
機
に
飛
行
禁
止
区
域
内
を
通
過
さ
せ
た
の
か
。

�

松
島
基
地
で
は
、
女
川
原
発
か
ら
半
径
二
海
里
範
囲
の
上
空
を
原
則
と
し
て
飛
行
し
な
い
こ
と
を
、
飛
行
前
の
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
等
で
徹
底
し
て
い
る
と
い
う
が
、
同
基
地
の
「
規
則
」
や
「
進
出
帰
投
要
領
」
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
女

川
原
発
上
空
の
飛
行
禁
止
方
針
を
徹
底
す
る
の
な
ら
、
関
連
諸
規
則
に
明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

航
空
法
第
八
〇
条
は
、
「
航
空
機
は
、
運
輸
省
令
で
定
め
る
航
空
機
の
飛
行
に
関
し
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
区

域
の
上
空
を
飛
行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
も
と
づ
き
原
子
力
発
電
所
の
上
空
を
飛
行
禁
止

区
域
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

原
発
立
地
十
四
道
県
で
組
織
す
る
原
子
力
発
電
関
係
団
体
協
議
会
は
、
「
原
子
力
発
電
所
等
周
辺
上
空
を
す
べ
て
の
航

四



空
機
の
飛
行
禁
止
区
域
と
す
る
よ
う
、
航
空
法
等
関
係
法
令
の
改
正
を
図
ら
れ
た
い
」
と
政
府
に
要
望
し
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

四

曲
技
飛
行
訓
練
空
域
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

�

松
島
基
地
が
関
係
自
治
体
に
示
し
た
「
第
�
航
空
団
所
属
Ｔ－

�
型
機
の
飛
行
再
開
等
に
つ
い
て
」
（
十
月
二
日
付
）

に
よ
れ
ば
、
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
使
用
す
る
金
華
山
東
側
空
域
の
使
用
要
領
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
」
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

Ｔ
�
型
機
と
Ｔ
�
型
機
の
墜
落
事
故
は
、
牡
鹿
半
島
特
有
の
濃
い
海
霧
が
発
生
し
た
気
象
条
件
の
も
と
で
起
き
て
お

り
、
防
衛
庁
も
気
象
環
境
を
事
故
の
遠
因
に
あ
げ
て
い
る
。
二
件
の
墜
落
事
故
は
、
こ
の
地
域
の
気
象
環
境
が
訓
練
空
域

と
し
て
の
不
適
格
性
を
証
明
し
て
い
る
が
、
防
衛
庁
は
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
か
。

�

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
危
険
な
曲
技
飛
行
訓
練
を
お
こ
な
う
「
金
華
山
沖
空
域
」
は
、
女
川
原
発
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
住
民
が
生
活
す
る
海
岸
線
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
も
う
一
つ
の
「
松
島
基
地
周
辺
空
域
」

は
、
住
民
が
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
上
空
に
あ
る
。
こ
れ
ら
訓
練
空
域
は
、
住
民
、
原
発
を
巻
き
込
ん
だ
重
大
事
故
を

招
く
恐
れ
が
つ
よ
い
の
で
、
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を
お
こ
な
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

五



�

危
険
な
曲
技
飛
行
訓
練
、
気
象
環
境
に
よ
る
訓
練
空
域
の
不
適
格
性
、
騒
音
対
策
上
な
ど
か
ら
、
松
島
基
地
か
ら
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
を
撤
去
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

�

危
険
な
曲
技
展
示
飛
行
は
、
外
国
で
も
多
く
の
事
故
が
発
生
し
、
中
止
や
減
少
し
て
い
る
。
一
九
八
八
年
、
ド
イ
ツ
国

内
の
米
軍
基
地
で
、
観
客
を
巻
き
込
む
死
者
七
十
人
の
大
事
故
が
お
き
た
。
そ
れ
以
降
、
ド
イ
ツ
国
内
で
は
、
曲
技
展
示

飛
行
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
財
政
事
情
か
ら
展
示
飛
行
回
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
。
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
曲
技
展
示
飛
行
は
、
自
衛
隊
の
宣
伝
目
的
だ
け
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
危
険
な
曲
技

飛
行
は
、
そ
の
必
要
性
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
中
止
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

五

騒
音
対
策
等
に
つ
い
て

�

松
島
基
地
周
辺
住
民
は
、
事
故
の
危
険
と
騒
音
被
害
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
安
全
対
策
と
と
も
に
騒
音
対
策
も
緊
要

の
課
題
で
あ
る
。

早
朝
、
夜
間
お
よ
び
昼
休
み
は
、
市
民
の
や
す
ら
ぎ
や
憩
い
の
時
間
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
時
間
帯
の
飛
行
訓

練
は
避
け
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

�

住
宅
防
音
告
示
区
域
外
で
も
告
示
区
域
と
の
境
界
周
辺
は
、
区
域
内
と
同
等
の
騒
音
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
告
示
区

六



域
外
の
た
め
住
宅
防
音
工
事
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
告
示
区
域
の
早
急
な
見
直
し
拡
大
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

�

狭
い
地
域
の
土
地
利
用
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
区
域
指
定
の
告
示
後
に
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
住
宅
に
た
い
し
て
も
補

助
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
告
示
前
に
住
宅
を
建
設
す
る
目
的
で
土
地
を
取
得
し
た
者
に
た
い
し
て
は
、
告
示
前

住
宅
と
見
な
し
住
宅
防
音
補
助
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

�

現
在
の
日
本
放
送
協
会
放
送
受
信
料
基
準
は
、
一
九
七
〇
年
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
配
備
機
種
の
変

更
、
機
数
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
騒
音
量
の
増
大
、
フ
ラ
ッ
タ
ー
現
象
や
音
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る
現
象
が
増
加
し
て
お

り
、
受
信
料
半
額
免
除
対
象
地
域
を
拡
大
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

�

二
〇
〇
三
年
か
ら
松
島
基
地
に
配
備
さ
れ
る
と
し
て
い
る
Ｆ
�
支
援
戦
闘
機
は
、
高
出
力
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、
騒
音

の
増
大
お
よ
び
被
害
地
域
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
配
備
を
中
止
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

�

防
衛
庁
が
発
表
し
た
「
第
�
航
空
団
（
松
島
基
地
）
に
お
け
る
飛
行
安
全
確
保
の
た
め
の
態
勢
に
つ
い
て
」
に
よ
れ

ば
、
基
地
へ
の
進
出
帰
投
経
路
に
陸
上
上
空
を
飛
行
す
る
「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ル
ー
ト
」
を
設
け
た
。
し
か
し
、
こ
の

ル
ー
ト
下
で
生
活
す
る
住
民
は
、
墜
落
事
故
の
危
険
や
騒
音
被
害
が
増
す
ば
か
り
で
あ
り
、
再
発
防
止
対
策
に
は
な
ら
な

七



い
の
で
ル
ー
ト
を
変
更
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。
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